
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【ポイント】 
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細胞分裂軸の制御に関する新たな分子メカニズムを解明 

 

 名古屋大学大学院理学研究科（研究科長・松本 邦弘）生命理学専攻の花房 洋

(はなふさ ひろし)講師、松本 邦弘(まつもと くにひろ)教授らのグループは、

LRRK1 と呼ばれるリン酸化酵素が、スピンドル微小管（紡錘体）の傾きを制御し、

細胞の分裂方向をコントロールしていることを明らかにしました。 

 細胞の分裂方向のコントロールは、脳の形成や器官（腸や血管、肺など）を形

づくる上で非常に重要なステップです。細胞の分裂軸は、細胞分裂の際形成さ

れるスピンドル微小管の傾きで規定されていることが知られていました。 

今回研究グループは、LRRK1 とよばれるリン酸化酵素の発現を低下させると、

中心体から伸びる星状体微小管の形成が消失し、スピンドル微小管の傾きがラ

ンダムになり、結果として、細胞分裂軸が異常になることを見出しました。さら

す。 

 なお、この研究成果は、7 月 20 日

（英国時間 16 時）に『Nature Cell Biology』

のオンライン版に掲載されました。 
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【成果の意義】 
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【用語説明】 

LRRK1： 

LRRK2

 

RNAi（RNA interference、RNAi 干渉）： 

mRNA RNA mRNA

 

スピンドル微小管（紡錘体）： 

 

PLK1（Polo-like kinase 1）： 

 



CDK1（Cyclin-dependent kinase 1）： 

 

CDK5RAP2： 

 

gTuRC 複合体： 

nucleation  

小頭症： 
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